
(57)【要約】

【課題】加熱調理器の内部の被加熱物が実際の色と同じ

色に見えるようにして、外部から内部の被加熱物の視認

性を向上させる。

【解決手段】加熱室２内に蛍光灯や太陽光と同じ色温度

が３０００～５０００Ｋの光を照射する。また、被加熱

物３を載せるテーブル９を支持する複数の重量センサ１

０を備えることで被加熱物３の位置を検知できる機能と

色温度が３０００～５０００Ｋの光を照射できる照明手

段と、その照射方向を移動できる駆動手段を備え被加熱

物３の在る位置に光を向けることによって、加熱室２内

の被加熱物３の視認性を向上させる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 加 熱 物 （ ３ ） を 収 納 す る 加 熱 室 （ ２ ） と 、 被 加 熱 物 （ ３ ） を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 加 熱
室 （ ２ ） に 光 を 照 射 す る 照 明 手 段 を 備 え 、 該 照 明 手 段 に よ り 色 温 度 ３ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ Ｋ
の 光 を 加 熱 室 （ ２ ） に 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 照 明 手 段 が 色 温 度 ３ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ Ｋ の 光 を 発 光 す る 光 源 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 照 明 手 段 が 、 庫 内 灯 （ ４ ） と フ ィ ル タ （ ５ ） に よ り 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ か ら ２ 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ４ 】
被 加 熱 物 （ ３ ） を 収 納 す る 加 熱 室 （ ２ ） と 、 被 加 熱 物 （ ３ ） を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 被 加
熱 物 （ ３ ） を 載 置 す る テ ー ブ ル （ ９ ） と 、 そ の テ ー ブ ル （ ９ ） を 支 持 す る 複 数 の 重 量 セ ン
サ （ １ ０ ） と 、 色 温 度 ３ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ Ｋ の 光 を 加 熱 室 （ ２ ） に 照 射 す る 照 明 手 段 と 、
該 照 明 手 段 の 光 の 照 射 方 向 を 制 御 す る 駆 動 手 段 を 備 え 、 複 数 の 重 量 セ ン サ （ １ ０ ） に よ っ
て 被 加 熱 物 （ ３ ） が 載 置 さ れ た テ ー ブ ル （ ９ ） 上 の 位 置 を 検 出 し 、 該 駆 動 手 段 に よ り 被 加
熱 物 （ ３ ） の 載 置 位 置 に 該 照 明 手 段 の 光 を 向 け る こ と を 特 徴 と す る 加 熱 調 理 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 照 明 手 段 を 搭 載 し た 加 熱 調 理 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 レ ン ジ 等 の 加 熱 調 理 器 は 加 熱 に マ イ ク ロ 波 を 利 用 す る た め 、 ド ア に 付 け ら れ た 窓 ガ
ラ ス か ら 電 磁 波 を 外 部 に 漏 ら さ な い た め に 、 窓 ガ ラ ス 部 に 電 磁 波 を 遮 蔽 す る た め の パ ン チ
ン グ 孔 加 工 を 施 し た 金 属 板 が 設 け ら れ て い る 。 そ の た め ド ア の 窓 か ら は 、 周 囲 か ら の 明 り
が 加 熱 室 内 に 届 き 難 い た め 加 熱 室 は 大 変 暗 く 、 そ の た め 、 加 熱 室 に 入 れ た 被 加 熱 物 の 加 熱
状 態 を 見 え る よ う に す る た め に 、 庫 内 を 照 ら す 庫 内 灯 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 家 庭 用 の 加 熱 調 理 器 の 庫 内 灯 に 使 用 さ れ る 光 源 は 一 般 的 に 白 熱 電 球 が 多 く 使 わ れ
て い る 。 そ し て 、 こ の 庫 内 灯 の 設 置 も 、 ド ア の 窓 同 様 に 電 磁 波 を 外 部 に 漏 ら さ な い よ う に
パ ン チ ン グ 孔 加 工 を 施 し た 加 熱 室 の 外 側 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 加 熱 室 を 照 ら す 庫 内 灯 の 明 り も パ ン チ ン グ 孔 を 通 し て 照 ら す た め に 遮 断 さ れ る 光 も あ り
加 熱 室 内 は 暗 く 、 そ の た め 加 熱 室 を 明 る く す る 方 法 と し て 、 特 許 文 献 １ の よ う に 加 熱 室 天
面 に ゆ る や か な 曲 面 の 反 射 板 を 設 け て 、 そ の 反 射 で 加 熱 室 中 央 部 分 に 光 を 集 め て 明 る く す
る 手 法 や 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の よ う に 、 光 の 照 射 角 度 を 広 く し て 加 熱 室 内 に 効 率 よ く 多 く
の 光 を 取 り 入 れ る 方 法 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ８ １ １ ６ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ７ ５ １ ７ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 照 射 方 法 を 変 え る 事 に よ っ て 加 熱 室 内 が 明 る く な っ た と し て も 、 電 球 か ら 照 射
さ れ る 光 の 波 長 は 変 化 し な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ の た め 、 一 般 的 に 庫 内 灯 と し て 使 用 さ れ て い る 白 熱 電 球 を 使 用 し た 加 熱 調 理 器 に お い

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-299977 A 2005.10.27



て 、 庫 内 に 載 置 し た 被 加 熱 物 を 外 側 か ら 見 た 場 合 の 被 加 熱 物 の 色 は 、 台 所 や 食 卓 で 見 る 実
際 の 被 加 熱 物 の 色 と は 違 っ て 見 え る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ れ は 、 庫 内 灯 に 使 用 さ れ る 白 熱 電 球 の 色 温 度 が 低 い た め で あ る 。 一 般 に 日 中 の 太 陽 光
の 色 温 度 は 約 ６ ５ ０ ０ Ｋ 、 蛍 光 灯 の 色 温 度 は 白 色 タ イ プ で 約 ４ ０ ０ ０ Ｋ あ る の に 比 べ て 白
熱 電 球 の 色 温 度 は 約 ２ ８ ０ ０ Ｋ 前 後 で あ る 。 色 温 度 が 高 い と 白 色 か ら 青 白 い 色 へ と 青 味 が
強 く な り 、 そ し て 低 い と 黄 色 か ら 赤 色 に な る 。 庫 内 灯 の 白 熱 電 球 か ら 放 さ れ る 色 は 黄 色 か
ら 赤 味 か か っ た 色 を し て い る た め 、 茶 色 や 黄 土 色 の 焼 き 色 や こ げ な ど の 色 の 変 化 を 判 別 し
に く く し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ の た め 、 ク ッ キ ー や パ ン な ど の オ ー ブ ン 調 理 を 行 う 場 合 、 焼 き 色 を 見 な が ら 火 力 や 焼
き 時 間 を 調 節 す る が 、 現 行 の 白 熱 電 球 を 使 用 し た 加 熱 調 理 器 で は 焼 き 色 の 判 別 が 難 し い 場
合 が あ り 、 そ の 時 は 、 ド ア を 一 旦 開 け て 焼 き 具 合 を 判 別 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し 、 オ ー ブ ン 調 理 の 途 中 で ド ア を 開 け る と 庫 内 が 冷 え て し ま い 、 調 理 時 間 が 長 く な
っ た り 、 調 理 の 失 敗 の 原 因 に な る な ど 問 題 も 多 く 、 調 理 す る の に 大 変 不 便 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ で は 、 加 熱 室 に 光 を 照 射 す る 該 照 明 手 段 に よ り 色 温 度 が ３ ０ ０ ０ ～ ５
０ ０ ０ Ｋ の 光 を 加 熱 室 に 照 射 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ で は 、 前 記 照 明 手 段 が 色 温 度 ３ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ Ｋ の 光 を 発 光 す る 光 源
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ で は 、 前 記 照 明 手 段 を 庫 内 灯 と フ ィ ル タ に よ り 構 成 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ４ で は 、 被 加 熱 物 を 載 置 す る テ ー ブ ル と 、 そ の テ ー ブ ル を 支 持 す る 複 数
の 重 量 セ ン サ を 備 え た 被 加 熱 物 の 重 量 と 位 置 を 検 出 で き る 機 能 と 、 色 温 度 ３ ０ ０ ０ ～ ５ ０
０ ０ Ｋ の 光 を 加 熱 室 に 照 射 す る 照 明 手 段 と 、 該 照 明 手 段 の 光 の 方 向 を 制 御 す る 駆 動 手 段 を
備 え 、 被 加 熱 物 が 載 置 さ れ た 位 置 を 検 出 し て 、 駆 動 手 段 に よ り 被 加 熱 物 の 位 置 に 照 明 手 段
の 光 を 向 け る こ と で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ で は 、 窓 越 し か ら で も 加 熱 室 の 被 加 熱 物 が 見 や す く 、 色 が 判
別 し や す く 、 調 理 し や す い 加 熱 調 理 器 を 構 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ で は 、 庫 内 灯 と し て 取 り 付 け る だ け で 容 易 に 、 見 や す く 調 理 し や す い 加
熱 調 理 器 を 構 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ で は 、 安 い 製 造 コ ス ト で 、 見 や す い 加 熱 調 理 器 を 構 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ４ で は 、 加 熱 室 内 の ど ん な 位 置 に 被 加 熱 物 を 置 い て も 該 被 加 熱 物 を 見 や
す く す る こ と が で き 、 調 理 が し や す い 加 熱 調 理 器 を 構 成 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 各 実 施 例 を 以 下 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 第 一 実 施 例 に お け る 加 熱 調 理 器 の 斜 視 断 面 図 で あ り 、 加 熱 室 ２ 底 面 に 被
加 熱 物 ３ を 載 置 し て 加 熱 調 理 す る タ ー ン テ ー ブ ル レ ス 式 オ ー ブ ン レ ン ジ で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 加 熱 調 理 器 で は キ ャ ビ ネ ッ ト １ の 内 側 に 被 加 熱 物 ３ を 収 納 し 加 熱 調 理 を 行
う 金 属 壁 の 加 熱 室 ２ が 設 け ら れ 、 前 面 に は 加 熱 室 ２ に 被 加 熱 物 ３ を 出 し 入 れ す る 開 閉 可 能
な ド ア １ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 加 熱 室 ２ の 下 方 に は 加 熱 手 段 の 一 つ で あ る マ グ ネ ト ロ ン １ ３ 、 マ イ ク ロ 波 を 制 御 す る ア
ン テ ナ （ 図 示 せ ず ） と ア ン テ ナ を 回 転 さ せ る モ ー タ （ 図 示 せ ず ） 、 電 子 部 品 １ ４ を 収 納 し
た 機 械 室 １ ２ を 持 ち 、 マ グ ネ ト ロ ン １ ３ か ら 発 す る マ イ ク ロ 波 を 制 御 す る こ と で 加 熱 室 ２
に 載 置 し た 被 加 熱 物 ３ を 加 熱 す る 。 ま た 、 図 示 し て い な い が 、 加 熱 室 ２ 上 部 、 下 部 及 び 後
部 等 に は オ ー ブ ン 調 理 を す る 場 合 の 加 熱 手 段 と し て ヒ ー タ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 照 明 手 段 で あ る 庫 内 灯 ４ 周 辺 の 拡 大 断 面 図 を 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 従 来 の 構 成 で は 加 熱 室 壁 面 ６ の 外 側 に 庫 内 灯 ４ 、 反 射 板 ７ が あ り 、 加 熱 室 壁 面 ６ に 開 い
た パ ン チ ン グ 孔 ６ １ を 透 過 し た 光 が 加 熱 室 ２ に 照 射 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ に 対 し 、 本 発 明 の 実 施 例 は 庫 内 灯 ４ と 加 熱 室 ２ の 間 の 加 熱 室 壁 面 ６ に 光 を 透 過 し マ
イ ク ロ 波 を 遮 蔽 す る パ ン チ ン グ 孔 ６ １ に フ ィ ル タ ５ が 設 け ら れ 、 そ の 外 側 に 庫 内 灯 ４ と 反
射 板 ７ が 設 け ら れ て い る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 フ ィ ル タ ５ は 加 熱 室 ２ に 照 射 さ れ る 光 の 色 調 お よ び 光 量 を 調 整 す る も の で 、 庫
内 灯 ４ か ら 照 射 さ れ た 光 １ ５ ａ と 庫 内 灯 ４ か ら 照 射 さ れ 反 射 板 ７ に よ り 反 射 さ れ た 光 １ ５
ｂ が 、 フ ィ ル タ ５ 、 パ ン チ ン グ 孔 ６ １ を 通 過 し 、 加 熱 室 ２ に 色 温 度 ３ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ Ｋ
の 太 陽 光 に 近 い 白 色 光 を 照 射 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 ３ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ Ｋ の 色 温 度 は 、 本 出 願 人 の 実 調 理 試 験 で 加 熱 室 ２ に 照 射 さ
れ る 色 温 度 を 変 え て 調 べ た 結 果 に お い て 、 ド ア １ １ の 外 か ら 焼 き ム ラ 等 が 最 も 忠 実 に 表 現
さ れ て い た と き の 色 温 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 色 温 度 ３ ０ ０ ０ Ｋ 以 下 で は 被 加 熱 物 ３ の 茶 色 か ら 黄 土 色 の 焼 き 色 が 判 別 し に く く 、 色 温
度 ５ ０ ０ ０ Ｋ 以 上 で は 加 熱 室 ２ が 青 っ ぽ く 暗 い 色 に な っ て し ま う た め 、 調 理 を し や す い 加
熱 室 ２ の 色 と し て は あ ま り 適 切 で は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は フ ィ ル タ ５ と 庫 内 灯 ４ に よ る 構 成 を 示 す が 、 も ち ろ ん 、 フ ィ ル タ ５
を 設 け な い 場 合 で も 色 温 度 ３ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ Ｋ の 白 色 光 を 照 射 す る 光 源 を 用 い る こ と で
、 加 熱 室 ２ に 白 色 光 を 照 射 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 色 温 度 ３ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ Ｋ の 白 色 光 を 照 射 す る 光 源 と し て は 、 ハ ロ ゲ ン 電 球 や 蛍
光 灯 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 例 え ば 、 色 温 度 が ３ ０ ０ ０ Ｋ 以 下 の 白 熱 電 球 を 庫 内 灯 ４ に 用 い た 場 合 、 庫 内 灯 ４ か ら 照
射 さ れ る 光 は 赤 ～ 黄 色 の 光 （ 波 長 ５ ８ ０ ～ ７ ８ ０ ｎ ｍ 程 度 ） が 多 く 、 赤 ～ 黄 色 が か っ た 光
が 照 射 さ れ る が 、 フ ィ ル タ ５ に よ り 可 視 光 の 長 波 長 で あ る 赤 ～ 黄 色 の 光 を カ ッ ト す る か 、
ま た は フ ィ ル タ ５ に よ り 青 ～ 紫 色 の 光 （ 波 長 ３ ８ ０ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 ） を 加 え る こ と に よ
り 、 波 長 の バ ラ ン ス が 良 く な り 、 加 熱 室 ２ に は 色 温 度 が ３ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ Ｋ と 高 く 太 陽
光 に 近 い 白 色 光 を 照 射 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 つ ま り 、 フ ィ ル タ ５ の 色 を 変 更 す る こ と に よ り 、 加 熱 室 ２ 内 に 照 射 す る 光 の 色 調 を 容 易
に 変 更 す る こ と が で き る た め 、 使 用 状 況 に 応 じ た 照 射 光 を 選 ぶ こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 ま た 、 フ ィ ル タ ５ の 色 は グ ラ デ ー シ ョ ン な ど で 色 あ い に 変 化 を つ け る こ と で 、 多 色 の 光
を 加 熱 室 内 に 照 射 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 例 え ば 、 明 る く な り が ち な 庫 内 灯 ４ に 近 い 側 は 光 量 を 抑 え 目 に 、 遠 い 側 は 明 る め に し 、
庫 内 灯 ４ の 位 置 に 寄 ら ず 全 面 の 色 ム ラ を 無 く し て 全 面 の 照 度 が 均 一 に な る よ う に 光 を 照 射
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 フ ィ ル タ の 代 わ り に レ ン ズ や ミ ラ ー な ど を 設 置 す る こ と に よ り 光 の 方 向 を 変 え る
こ と で 、 全 面 ま ん べ ん な く 明 る く 光 を 照 射 し た り 、 常 に テ ー ブ ル の 一 部 を 明 る く 照 射 し た
り す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 該 レ ン ズ や ミ ラ ー に 本 発 明 の フ ィ ル タ 機 能 を 付 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 既 存 の 庫 内 灯 ４ の 周 辺 構 造 に フ ィ ル タ ５ を 設 置 す る だ け の 簡 単 な 構 造 な の で 、 安
い 製 造 コ ス ト で 容 易 に 加 熱 調 理 器 に 搭 載 で き る 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 、 上 記 構 成 に お け る 本 実 施 例 の 加 熱 調 理 器 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 加 熱 室 ２ に 白 色 光 を 照 射 す る こ と に よ り 、 調 理 中 で も 加 熱 室 ２ 内 の 被 加 熱 物 ３ の 色 が 調
理 者 か ら よ く 見 え 、 調 理 が し や す い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 例 え ば 、 調 理 中 に ド ア １ １ を 通 し て 加 熱 室 ２ 内 部 の 被 加 熱 物 ３ の 様 子 を 見 る 場 合 、 色 温
度 ３ ０ ０ ０ Ｋ 以 下 の 一 般 的 な 白 熱 電 球 の 庫 内 灯 ４ の み で は 台 所 や 食 卓 の 蛍 光 灯 の 下 で 見 る
被 加 熱 物 ３ と は 異 な り 赤 ～ 黄 色 が か っ た 色 合 い に 見 え る が 、 フ ィ ル タ を 設 け て 加 熱 室 ２ 内
に 白 色 光 を 照 射 す る こ と で 、 加 熱 室 ２ 内 の 被 加 熱 物 ３ の 色 が 、 取 り 出 し た 時 の 被 加 熱 物 ３
と 同 じ 色 合 い に 見 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 特 に 、 ク ッ キ ー や パ ン な ど の オ ー ブ ン 調 理 を す る 場 合 、 従 来 の 構 造 で は 調 理 中 に ド ア １
１ を 通 し て 見 る 焼 き 色 が 実 際 の 焼 き 色 と 違 っ て い る た め 、 調 理 の 途 中 で い ち い ち ド ア １ １
を 開 け て 焼 き 色 を 確 認 す る 必 要 が あ っ た 。 し か し 、 ド ア １ １ を 一 旦 開 け る と 加 熱 室 ２ の 温
度 が 下 が っ て し ま い 、 設 定 温 度 に 戻 る の に 時 間 が か か り 、 結 果 と し て 調 理 時 間 が 長 く な っ
て し ま う こ と が あ っ た 。 ま た 、 ピ ザ な ど の 高 温 で 一 気 に 調 理 す る 食 品 の 場 合 、 一 度 加 熱 室
２ の 温 度 を 下 げ て し ま っ た こ と に よ っ て 、 美 味 し く 焼 き あ が ら な い こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 庫 内 灯 構 造 を 持 つ 加 熱 調 理 器 を 使 用 す る こ と に よ り 、 こ れ ま で の よ う
に い ち い ち ド ア １ １ を 開 け て 調 理 途 中 の 様 子 を 確 認 す る 必 要 が な く 、 ド ア １ １ の 窓 を 通 し
て 外 か ら 焼 き 色 を 確 認 し な が ら 調 理 で き る た め 、 調 理 途 中 の 状 況 が 把 握 し や す い こ と か ら
調 理 が 簡 単 に な り 、 失 敗 が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 レ ン ジ 調 理 に お い て も 、 加 熱 室 ２ に 照 射 さ れ る 光 の 色 が 白 色 光 で は な い 場 合 に 比
べ て 、 白 色 光 が 照 射 さ れ る 場 合 で は 加 熱 室 ２ 内 の 様 子 が 見 や す く な る た め 、 実 際 の 野 菜 の
色 が 見 え る た め 、 ゆ で 具 合 が 確 認 し や す い 上 、 被 加 熱 物 ３ か ら 発 生 す る 蒸 気 の 様 子 が 良 く
見 え る た め 被 加 熱 物 ３ の 加 熱 状 態 が 把 握 し や す い 。 調 理 の 途 中 で ド ア １ １ を 開 け て 被 加 熱
物 ３ の 確 認 を せ ず に 追 加 熱 等 が で き る な ど 、 外 部 か ら の 被 加 熱 物 ３ の 視 認 性 が 向 上 す る こ
と に よ り 様 々 な こ と に 便 利 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 加 熱 調 理 器 の 第 二 実 施 例 で あ る タ ー ン テ ー ブ ル レ ス 式 オ ー ブ ン レ ン ジ を 図 ３ に
示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 本 実 施 例 は 、 被 加 熱 物 ３ の 置 か れ た 位 置 を 検 知 し て 被 加 熱 物 ３ を 集 中 的 に 明 る く 照 ら す
方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 に お い て 、 加 熱 室 ２ の 底 面 に 被 加 熱 物 ３ を 載 置 す る テ ー ブ ル ９ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ の テ ー ブ ル ９ の 下 面 は 図 ４ に 示 す よ う に 複 数 個 の 重 量 セ ン サ １ ０ に よ っ て 支 持 さ れ て
い る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ こ で 、 重 量 セ ン サ １ ０ の 数 と し て は 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 す １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ 、
１ ０ ｅ に よ る ４ 点 支 持 で も 良 い が 、 安 定 し て テ ー ブ ル ９ を 支 持 で き る １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １
０ ｄ の ３ 点 支 持 が よ り 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 で は 、 多 数 の 重 量 セ ン サ を 用 い て 、 各 重 量 セ ン サ の 重 量 検 出 値 の 重 量 比 で 被 加 熱
物 ３ の 位 置 を 検 出 す る こ と が で き る 。 そ こ で 、 指 向 性 を 持 っ た 庫 内 灯 ４ の 照 射 方 向 を 変 化
さ せ る 駆 動 手 段 で あ る ア ク チ ュ エ ー タ ８ に よ っ て 庫 内 灯 ４ の 光 を 照 射 す る 方 向 を 変 え る こ
と に よ っ て 、 被 加 熱 物 ３ の 置 か れ た 位 置 に 応 じ た 最 適 な 照 明 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で 、 ア ク チ ュ エ ー タ ８ は 小 型 モ ー タ な ど を 利 用 す る こ と が 一 般 的 で あ る が 、 庫 内 灯
４ の 角 度 を 変 え る こ と が で き る も の で あ れ ば 何 で も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 駆 動 方 向 は 一 軸 で も 良 い が 、 二 軸 駆 動 で き る こ と が よ り 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 、 庫 内 灯 ４ 付 近 が 熱 く な る 場 合 は 、 該 ア ク チ ュ エ ー タ ８ に 付 随 し て フ ァ ン 等 の 冷
却 手 段 を 設 け 、 庫 内 灯 ４ を 効 率 よ く 冷 却 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 庫 内 灯 ４ に 指 向 性 を 持 た せ る 方 法 と し て は 、 庫 内 灯 ４ に 指 向 性 を 持 つ 光 源 を 使 っ
て も 良 い し 、 特 異 な 形 状 の 反 射 板 （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 一 定 方 向 を 照 ら す よ う に し て も 良
い し 、 ま た は レ ン ズ 等 の 光 の 方 向 を 変 え る こ と が で き る 物 体 を 加 熱 室 ２ と 庫 内 灯 ４ の 間 に
設 け る こ と で 、 光 の 方 向 を 調 節 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 従 来 の 加 熱 調 理 器 で は 、 加 熱 室 ２ の 明 る さ に ム ラ が あ り 、 ち ょ う ど 被 加 熱 物 ３ を 置 い た
位 置 が 暗 く て 見 に く い 場 合 も あ っ た が 、 本 発 明 に よ る レ ン ジ を 使 用 す る こ と で 、 被 加 熱 物
３ を 置 い た 位 置 に 集 中 し て 光 を 照 射 す る こ と が で き る た め 、 ど こ に 被 加 熱 物 ３ を 置 い て も
調 理 中 に 明 る く 見 や す い 加 熱 調 理 器 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 角 皿 な ど を 使 用 す る 場 合 や 、 テ ー ブ ル ９ で 重 量 を 検 出 で き な い 場 合 に お い て は 、
外 部 か ら 最 も 見 や す い 方 向 に 庫 内 灯 ４ を ア ク チ ュ エ ー タ ８ の マ ニ ュ ア ル 操 作 で 駆 動 し 、 角
皿 に 載 っ て い る 食 品 の 外 部 か ら の 視 認 性 を 良 く す る こ と に よ っ て 、 調 理 し や す い 加 熱 調 理
器 を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 の 斜 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 の 庫 内 灯 周 辺 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 の 斜 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 　 ２ ・ ・ ・ 加 熱 室
　 　 ３ ・ ・ ・ 被 加 熱 物
　 　 ４ ・ ・ ・ 庫 内 灯
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　 　 ５ ・ ・ ・ フ ィ ル タ
　 ６ １ ・ ・ ・ パ ン チ ン グ 孔
　 　 ８ ・ ・ ・ ア ク チ ュ エ ー タ
　 　 ９ ・ ・ ・ テ ー ブ ル
　 １ ０ ・ ・ ・ 重 量 セ ン サ
　 １ １ ・ ・ ・ ド ア

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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